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支部研修会より

『七福神あれこれ』

宮川安江

七福神という神は、もともとインド、中

国、日本の３ヶ国の七人の神が合わさって、

人々に福、德、寿などを与える神々として

生まれました。

この七福神の信仰を世の中に広めたの

は、江戸時代の初めに東京上野の寛永寺を

開いた天海僧正だと言われています。天海

僧正は家康公から富国繁栄の方法を聞か

れ、「この乱世を治め、天下太平の基を築

く福徳を備えている」と述べて七福神の持

つ福徳を書いて説きました。

すなわち、寿老人の寿命、福禄寿の人望、

恵比寿の正直、布袋の大量、毘沙門天の威

光、大黒天の財富、弁財天の愛嬌、と言う

ことです。

家康公はこれを見て大いに喜び、すぐに

狩野探幽に七福神の画を描かせました。こ

れが今日の七福神の画の最初と言われてい

ます。もっとも、今日のように七福神信仰

が盛んとなったのは、江戸時代の後期の

1800 年代に入ってのことと考えます。

ところで、「仁王般若経」というお経に

は、「七難即滅 七福即生」と説かれ、火

難、水難、盗賊難など７つの七難を消滅す

れば、七福が生ずると言うお経にあやかっ

て、七福神の信仰が生まれました。

恵比寿

七福神中唯一国産の神で、伊弉諾

尊（いざなぎのみこと）と伊弉冉

尊（いざなみのみこと）の間に生

まれた蛭子尊（ひるこのみこと）と言われ

ている。烏帽子に狩衣、釣竿と魚籠を持ち、

立派な鯛を抱えた姿で描かれる。古くは漁

民の守護神だったが、後に商いの神に大黒

天と対で福の神として、庶民に信仰を集め

た。ご利益は、主に豊作、商売繁盛。

大黒天

もともとは、マハーカーラと呼

ばれるヒンドウー教の神で、創

造と破壊を司るシヴァ神の化身。

仏法守護の神として伝来したが、後に日本

神話の大国主命と結びつき、福の神として

信仰された。打ちでの小槌と大きな袋を持

ち、米俵と白鼠を従えた姿で描かれる。ご

利益は五穀豊穣、家産増進、子孫繁栄。

毘沙門天

四天王の一神で、財宝の象徴であ

る北方の守護神、ルーツはヒンド

ウー教の神で、仏教と共に伝来し

た。甲冑を着けて矛と宝塔を持ち、邪気を

踏む姿で描かれる。古くは武運の神として

上杉謙信ら戦国武将の信仰を集めた。厄除

け、恵方の神で有り、財運を授け、大願成

就を助けるとされる。

弁財天

七福神中唯一の女神。サラパステ

ィ樫な例と呼ばれるインド古代神

話の女神で、ヒンドウー教では梵

天の妃。琵琶を奏でる絶世の美女の姿で描
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かれることが多い。水の流れる妙音から音

楽、弁舌を司るとされ雄弁と知恵を授け、

芸能、学問の分野で成功、名誉を与えると

される。金運、財運をもたらすとされる。

布袋尊

七福神中、唯一の実在人物、中

国の戦国時代の禅僧で名を契批

（かいし）といい、諸国を放浪

して予言。託宣を行い、優れた予知能力か

ら弥勒菩薩の化身とされた。福々しい笑顔

と太鼓腹、肩に下げた大きな袋が特徴。こ

の袋は喜捨物を入れる袋だが堪忍袋とも言

われ、人格を円満に導く功績有りとされる

評知と和合金運招福の神

寿老人

中国の道教の神で南極星の化

身。白髪の頭巾、白く長いひげ

を蓄え、経典を付けた杖と桃を

持つ姿で描かれる。鹿を伴って描かれるこ

とも多い。桃も鹿も長寿の象徴とされ、健

康、長寿を授ける仙人だ。ご利益は長寿延

命、諸病平癒、富貴繁栄、子孫繁栄など。

福禄寿

寿老人同様、道教の神で南極星の

化身とされる。身長の約半分を占

める長い頭と長い白髭が特徴。杖

をつき、長寿の象徴である鶴や亀を従えた

姿でも描かれる道教の三徳、福（子孫繁栄）、

禄（財産）、寿（健康長寿）を備え、人の

寿命を知るとされる。ご利益は子孫繁栄、

富貴繁栄、健康長寿。

この宝船には、上から読んでも下から読

んでも同じ歌が書かれている回文歌と言い

ます。

天海僧正が、仁王経を基にして描かせた

ものとされ、この歌を三度唱えて寝ると、

縁起の良い初夢が見られると信じられてい

ましたが、実はこの歌は、人々に早く煩悩

から目覚め、悟りの岸へ渡る修行をせよと

説いているのです。

「なかきよの とおのねふりの みな

めさめ

なみのりふねの おとのよきかな」

（長き夜の 遠の眠りの 皆目覚め

波乗り船の 音の良きかな）

江戸の遊び絵

この浮世絵は歌川国芳の作品で、「顔の

中に隠された＜干支＞を探し出すもので

す。

後ろに書かれた文章は十二支の干支が入っ

た文章です

こたえ

子…目 丑…耳 寅…まつげ 卯…鼻 辰…額 己…

口 午…耳 未…顔文字 申…額 酉…耳 戌…額

亥…背中牙


